
                      

二種混合（ジフテリア・破傷風）予防接種についての説明書 

 

 

 

 

◆二種混合（DT）ワクチン（不活化ワクチン） 
二種混合ワクチンとは、ジフテリアトキソイドと破傷風トキソイドを混合したワクチンのことです。ジフ

テリア・破傷風の 2 種類の病気の予防接種です。今回の予防接種は、11～12 歳（小学校 6 年生）に第 2 期と

して、二種混合ワクチンの接種を1回行います。乳幼児期に接種した三種混合ワクチン（第1期）の免疫力を

持続させるために追加接種するものです。確実に免疫をつけるために、ぜひ接種を受けましょう。 
 

【ジフテリアとは】  

ジフテリア菌の飛沫感染で起こります。感染は主にのどですが、鼻にも感染します。症状は高熱、のど

の痛み、犬吠様のせき、おう吐などで、偽膜と呼ばれる膜がのどにできて窒息死することもあります。発

病2～3週間後には菌の出す毒素によって心筋障害や神経麻痺を起こすことがあるため注意が必要です。 

 

【破傷風とは】  

破傷風菌はヒトからヒトへ感染するのではなく、土の中などにいる菌が、傷口からヒトの体内に入るこ

とによって感染します。菌が体の中で増えると、菌の出す毒素のために、最初は口が開かなくなるなどの

症状で、やがて全身のけいれんを起こします。治療が遅れると死に至ることもある病気です。患者の半数

は本人や周りの人では気付かない程度の軽い刺し傷が原因です。土中に菌がいるため、感染する機会は常

にあります。 

 

【接種後の副反応について】 

 

 

 

 

 

 

※接種後、局所のひどいはれ、高熱などの症状があれば、医師の診察を受けてください。お子さんの症状 

が予防接種後副反応疑い報告基準に該当する場合は、医師から（独）医薬品医療機器総合機構へ報告が 

行われます。 

 

◆予防接種を受けるにあたっての注意事項 

 

予防接種は、体調のよい日に受けることが原則です。 

保護者の方は、以下のことに注意の上、安全に予防接種を受けられるようご協力ください。 

 

１ 当日は、朝からお子さんの状態をよく観察し、ふだんと変わったところのないことを確認しましょう。 

接種を予定していても、体調が悪いと思ったら、かかりつけ医に相談の上、接種をするかどうか判断し 

ましょう。 

 ２ この説明書をよく読み、予防接種の必要性や副反応についてよく理解しましょう。わからないことは、 

接種を受ける前に接種医に質問しましょう。 

３ 母子健康手帳は必ず持っていきましょう。 

４ 予診票は、接種する医師への大切な情報です。責任を持って記入しましょう。 

５ 予防接種を受けるお子さんの日頃の健康状態をよく知っている保護者の方が連れていきましょう。 

 

 

保護者の方へ：必ずお読みください 

周 南 市 

※裏面も必ずお読みください 

局所症状・・・接種部位の発赤、腫脹（はれ）、痛み、硬結（しこり）など 

全身症状・・・発熱、悪寒、頭痛、倦怠感、下痢、めまい、関節痛など 

いずれも一時的なもので、通常 2～3 日で改善します。ただし、しこりは 1～2 週間残ることがあります。

非常にまれですが、重い副反応としては、アナフィラキシーがあります。 



◆予防接種を受けることができない場合 

 

１ 明らかに発熱（通常37.5℃以上）をしている 

２ 重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな場合 

３ 受ける予防接種の接種液に含まれる成分で、アナフィラキシーを起こしたことがある 

アナフィラキシー：接種後約30分以内に起こるひどいアレルギー反応のことです。汗がたくさん出る、 

顔が急にはれる、全身にひどいじんましんが出るほか、はきけ、おう吐、声が出にくい、息が苦しいなど 

の症状やショック状態になるような、はげしい全身反応のことです。 

４ その他、医師が不適当な状態と判断した場合 

 

 

◆予防接種を受ける際に注意が必要な場合 

  

お子さんが、以下に該当すると思われる保護者の方は、かかりつけ医に必ず前もってお子さんを診てもら 

い、予防接種を受けてよいかどうかを判断してもらいましょう。 

 

  １ 心臓病、腎臓病、肝臓病や血液の病気や発育障害などで治療を受けている 

  ２ 予防接種で、接種後2日以内に発熱のみられたお子さん及び、発疹、じんましんなどアレルギーと思わ

れる異常がみられたお子さん 

  ３ 過去にけいれん（ひきつけ）を起こしたことがある 

  ４ 過去に免疫不全の診断がなされているお子さん及び近親者に先天性免疫不全症の者がいるお子さん 

  ５ 受ける予防接種の成分（抗菌薬、安定剤など）にアレルギーがある 
 

 

◆予防接種を受けた後の一般的な注意事項 

 
１ 予防接種を受けた後30分間程度は、医療機関でお子さんの様子を観察するか、医師とすぐに連絡がと 

れるようにしておきましょう。急な副反応がこの間に起こることがまれにあります。 

２ 接種後、不活化ワクチンでは１週間は副反応の出現に注意しましょう。 

３ 接種部位は清潔に保ちましょう。入浴は差し支えありませんが、接種部位をこすることはやめましょう。 

４ 接種当日は、はげしい運動は避けましょう。 

５ 接種後、接種部位の異常な反応や体調の変化があった場合は、速やかに医師の診察を受けましょう。 

 

 

◆予防接種による健康被害救済制度 

 
１ 定期接種によって引き起こされた副反応により、生活に支障が出るような障害を残すなどの健康被害が 

生じた場合には、予防接種法に基づく給付を受けることができます。 

２ 予防接種法に基づく定期接種として定められた期間を外れて接種を希望する場合、予防接種法に基づか 

ない接種（任意接種）として取り扱われます。その接種で健康被害を受けた場合は、（独）医薬品医療

機器総合機構法に基づく救済を受けることになりますが、予防接種法と比べて救済の対象、給付額等が

異なります。 

 

※給付申請の必要が生じた場合には、診察した医師、下記問合せ先へご相談ください。 
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【お問い合わせ】周南市健康づくり推進課（徳山保健センター内） 電話 0834－22－8553 


